
櫨

　
十
，
月
三
日
は
文
化
の
日
。
そ
れ
は
戦
後
の
日

本
に
新
し
い
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
日
（
昭
和
二
卜

二
年
）
で
も
あ
り
ま
す
。

　
す
で
に
、
そ
の
新
し
い
態
法
の
も
と
で
育
っ
た

人
た
ち
が
、
も
う
立
派
に
成
人
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
の
人
た
ち
が
選
挙
権
も
行
便
し
て
い
ま
す
。

．
し
か
し
、
そ
の
人
た
ち
は
、
こ
の
憲
法
が
、
あ
の

敗
戦
後
の
焦
土
の
な
か
で
「
戦
争
と
い
う
大
き
な

犠
牲
を
払
っ
て
、
よ
う
や
く
自
分
た
ち
の
も
の
と

し
て
持
ち
え
た
も
の
だ
」
と
い
う
、
そ
の
当
時
の

大
多
数
の
国
民
の
感
激
を
実
感
と
し
て
は
知
ら
な

い
の
で
す
。
歌
に
も
あ
る
”
戦
争
を
知
ら
な
い
子

ど
も
達
”
だ
か
ら
で
す
。
そ
の
よ
う
な
戦
後
生
ま

れ
の
学
生
た
ち
に
、
授
業
で
天
臼
E
制
な
ど
に
つ
い

て
話
を
し
ま
す
と
、
多
く
の
学
生
が
「
天
皇
制
な

ん
て
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
ど
う
で
も
い
い
存

在
と
し
か
思
え
な
い
」
と
い
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
こ
で
天
竪
制
が
必
、
要
か
ど
う
か
を
論

ず
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
た
い
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
な
戦
後
世
代
に
は
、
何
事
に
も
「
ど
う

で
も
い
い
」
と
思
う
無
関
心
派
の
自
己
中
心
主
義

者
が
多
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
戦
前
・
戦
中
世
代
ま
で
が
引
き
ず

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

い
ま
日
本
中
が
、
国
の
こ
と
も
地
域
の
こ
と
も
、

O
く
身
近
な
物
価
や
公
害
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

さ
え
、
す
べ
て
他
人
ま
か
せ
に
な
り
過
ぎ
て
は
い

ま
い
か
、
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
明
治
憲
法
の
も
と
で
は
、
教
育
を

う
け
る
こ
と
が
、
兵
役
・
納
税
と
並
ぶ
コ
臣
民
ノ

義
務
」
の
一
つ
だ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
”
教
育
を
う
け
る
権
利
”

（
二
十
六
条
）
に
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

身
体
障
害
児
の
就
学
「
義
務
」
の
猶
予
・
免
除
の

制
度
（
学
校
教
育
法
二
十
三
条
）
や
、
同
じ
年
齢

の
子
ど
も
で
も
、
夫
婦
共
働
き
の
家
庭
の
子
女
が

行
く
保
育
所
は
厚
生
者
管
轄
で
、
幼
稚
園
は
文
部

省
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
制
度
な
ど
、
戦
前
の
ま

ま
で
、
少
し
も
変
え
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
な
ん

と
”
教
育
を
う
け
る
権
利
”
が
憲
法
に
「
保
障
」

さ
れ
た
戦
後
に
お
い
て
、
経
済
的
理
由
な
ど
で
義

務
教
育
の
課
程
す
ら
修
了
で
き
な
か
っ
た
子
ど
も

が
、
百
万
人
を
越
え
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
け
つ
し
て
憲
法
上

の
”
教
育
を
う
け
る
権
利
”
が
実
質
的
に
保
障
さ

れ
て
い
る
と
は
い
い
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
日
本

の
教
育
は
、
依
然
と
し
て
戦
前
と
同
じ
に
、
お
金

持
ち
の
健
康
児
だ
け
を
対
象
に
行
な
わ
れ
る
も
の

な
の
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

も
し
そ
う
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
右
の
よ
う
な
教

育
制
度
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
い
い
は
ず
は

な
い
、
と
思
う
の
が
常
識
で
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
う
か
と
い
っ
て
、
そ
の
よ
う
な

制
度
の
改
革
を
誰
も
提
唱
し
な
い
と
し
た
ら
、
い

つ
ま
で
も
そ
の
ま
ま
に
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
は
、
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
、
憲
法
上
の
．
教

育
を
う
け
る
権
利
”
の
み
な
ら
ず
、
せ
っ
か
く
の

態
法
上
の
，
権
利
”
も
、
単
な
る
「
絵
に
か
い
た

餅
」
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。　

日
本
国
患
法
は
、
天
皇
に
代
わ
っ
て
戦
後
は
国

民
が
国
の
政
治
の
笹
．
人
公
と
な
る
h
権
者
と
し
た

の
で
す
。
戦
前
・
戦
中
世
代
も
戦
後
世
代
も
、
同

じ
国
民
と
し
て
、
も
う
一
度
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と

り
の
憲
法
上
の
”
権
利
”
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
国
や
地
方

自
治
体
（
都
や
区
）
の
政
治
や
制
度
に
っ
い
て
も
、

は
た
し
て
い
ま
の
ま
ま
で
い
い
の
か
ど
う
か
、
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
う
す
る
こ
と
が
、
憲
法
が
”
平
和
で
民
主
的

な
文
化
国
家
”
と
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
日
本

の
、
ま
さ
に
「
文
化
の
日
」
の
国
の
セ
権
者
と
し

て
の
国
民
の
暮
ら
し
方
と
し
て
望
ま
れ
て
い
る
こ

と
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

体
に
障
害
が
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
彼
等
の
就
学
・

機
会
は
大
幅
な
制
約
を
受
け
て
い
る
。
だ
が
彼
等
は
負
け
て
い
な
い
。

訓
練
に
は
げ
み
な
が
ら
叫
ぶ
。
　
「
私
た
ち
は
働
け
る
。
働
く
権
利
を

保
陸
せ
よ
」
。

写
真
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第
三
次
補
正
予
算
な
ど
二
十
八
件
を
可
決

穴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敦

　
第
三
回
定
例
会
は
、
9
月
1
9
日
か
ら
十
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
2
8
日
の
本
会
議
で
、

区
長
提
案
の
議
案
二
十
八
件
を
可
決
し
た
。

　
今
回
可
決
し
た
議
案
は
、
約
三
億
八
千
万

円
追
加
の
補
正
予
算
、
奨
学
資
金
貸
付
制
度

の
大
幅
改
正
を
含
む
条
例
改
正
二
件
、
下
水

道
枝
線
工
事
と
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
工
事

請
負
契
約
五
件
、
代
田
区
民
セ
ン
タ
ー
用
建

物
等
の
取
得
、
調
停
申
立
て
の
尊
決
処
分
報

告
、
区
道
路
線
の
認
定
十
八
件
な
ど
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
1
9
日
に
は
各

党
の
代
表
質
問
、
昭
和
四
十
七
年
度
開
発
公

社
経
営
状
況
な
ど
報
告
八
件
の
承
認
、
常
任

委
員
の
所
属
変
更
が
行
な
わ
れ
、
2
0
日
に
は

十
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。

●
一
般
会
計
第
三
次
補
正
予
算
（
賊
砿
曲
、
挨
、
公
、
民
、
無
）

　
補
正
額
は
、
三
億
八
〇
五
〇
万
三
千
円
の

追
加
。
こ
れ
で
予
算
総
額
は
、
二
八
七
億
五

五
四
三
万
円
と
な
っ
た
。

　
お
も
な
財
源
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
、

区
税
の
更
正
は
な
い
。
歳
出
の
お
も
な
も
の

は
代
田
区
民
セ
ン
タ
ー
用
建
物
等
の
買
収
費

一
億
五
千
万
円
、
来
年
度
校
舎
増
改
築
予
定

校
の
設
計
委
託
料
な
ど
一
億
〇
二
八
五
万
三

千
円
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
無
認
可
幼
稚
園

児
へ
の
補
助
、
老
人
福
祉
電
話
、
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
、
友
愛
訪
問
員
制
度
な
ど
の
新
規
事
業
、

民
生
委
員
活
動
費
の
ア
ッ
プ
な
ど
が
目
だ
っ

て
い
る
。
ま
た
、
体
育
館
を
含
め
た
学
校
の

校
庭
開
放
経
費
約
二
千
万
円
、
歩
道
段
差
解

消
工
事
費
一
二
五
〇
万
円
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

●
奨
学
資
金
貸
付
条
例
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
1
解
説
は
三
ぺ
ー
ジ
ー

●
公
園
新
設
に
伴
う
条
例
改
正
（
賛
成
全
員
）

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
下
馬
二
丁
目
三
一
－
四

　
こ
れ
は
、
東
京
百
年
祭
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
区
内
小
学
生
か
ら
「
遊
び
場
プ
ラ

ン
」
を
募
集
し
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
て
つ
く
っ
た
児
童
公
園
で
あ
る
。
今
回
開

園
す
る
の
は
、
総
面
積
の
三
分
の
一
。
残
り

部
分
は
来
年
3
月
開
園
予
定
。

斡

意
見
書

要
望
書

多
摩
川
の
環
境
保
全
と
高
層
建
物
規
制
に

関
す
る
要
望
書

　
多
摩
川
流
域
は
、
急
激
な
都
市
化
で
環

境
は
悪
化
し
て
い
る
．
、

　
本
来
、
河
川
は
水
資
源
供
給
、
は
ん
ら

ん
防
止
だ
け
で
な
く
、
都
市
空
問
と
し
て

重
．
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
．
だ
が
、

実
態
は
民
塚
が
建
設
さ
れ
、
し
か
も
最
近

八
階
建
て
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が
計
画

さ
れ
、
す
で
に
許
可
申
請
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
他
業
者
も
こ
れ
を
計
画
中
で
、

こ
れ
ら
が
建
設
さ
れ
る
と
、
大
里
の
汚
水
、

排
水
が
放
流
さ
れ
、
ま
す
ま
す
環
境
は
悪

化
す
る
。
河
川
保
全
地
域
間
の
高
層
建
物

建
設
規
制
に
対
し
、
積
極
的
な
行
政
措
趾

を
行
な
う
よ
う
要
望
す
る
。

9
月
1
9
日
提
出

建
設
大
臣
・
都
知
事
あ
て

特
別
区
制
度
改
革
の
早
期
実
現
に
関
す
る

要
望
書

　
特
別
区
制
度
の
改
革
を
行
な
う
地
方
自

治
法
改
正
案
は
、
早
期
可
決
を
望
む
わ
れ

わ
れ
の
強
い
運
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今

国
会
で
議
決
に
至
ら
な
か
っ
た
、
、
法
改
正

の
遅
延
は
、
特
別
区
の
行
政
に
大
き
な
不

利
を
招
く
。
し
た
が
っ
て
近
く
開
会
さ
れ

る
臨
時
国
会
で
、
特
別
区
制
度
の
改
革
が

一
日
も
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
、

9
月
2
8
日
提
出

内
閣
総
理
大
臣
・
自
治
大
臣
・
各
党
代
表

あ
て

●
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約
三
件
（
嶺
繊
）

代
沢
三
丁
目
付
近
　
五
一
五
〇
万
円
　
三
京

建
設

代
田
一
r
目
付
近
そ
の
2
　
　
一
億
一
二
五
U

万
円
　
高
僑
組
興
業

代
田
一
丁
目
付
近
そ
の
3
　
七
り
じ
O
万
円

山
岸
建
設
束
京
支
店

●
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
請
負
契
約
二

件
（
賛
成
全
員
）

塚
戸
小
　
六
六
喜
O
万
円
　
横
山
建
設

駒
留
中
　
一
億
六
三
八
の
方
円
　
協
栄
組

　
塚
戸
小
は
当
初
区
案
に
対
し
P
T
A
か
ら

ク
レ
ー
ム
が
つ
い
た
た
め
、
駒
留
中
は
計
画

よ
り
一
棟
追
加
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
工

事
着
手
が
遅
れ
た
も
の
。

●
代
田
区
民
セ
ン
タ
ー
用
建
物
等
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
城
顧
桟
餐
盛
）

　
代
田
六
丁
目
八
六
六

一
六
－
一
．
所
在
の

ト
階
建
て
日
本
住
宅
公
団
ア
パ
ー
ト
の
地
ド

一
階
と
地
上
一
土
．
階
部
分
（
地
上
権
を
含

む
）
を
二
億
五
千
万
円
で
買
収
す
る
も
の
。

　
委
員
会
で
は
、
実
地
視
察
す
べ
き
だ
と
の

意
見
が
あ
り
、
審
議
を
一
時
中
断
し
て
現
場

を
視
察
し
た
。
そ
の
あ
と
、
公
害
問
題
や
都

の
道
路
計
画
、
耐
震
性
な
ど
建
物
の
構
造
に

つ
い
て
論
議
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
点
に
十
分
留

意
す
る
よ
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

立
地
条
件
や
地
ド
室
の
環
境
な
ど
も
ろ
も
ろ

の
問
題
点
が
あ
り
、
別
に
用
地
を
買
収
す
べ

き
だ
と
の
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
。

●
玉
川
支
所
旧
庁
舎
用
地
賃
借
権
設
定
の
調

停
申
立
の
専
決
処
分
報
告
（
賛
成
全
員
）

　
七
地
明
渡
し
請
求
訴
訟
で
区
が
最
高
裁
で

敗
訴
し
た
た
め
、
用
地
明
渡
し
前
に
士
地
所

有
者
に
対
し
賃
借
の
調
停
を
求
め
る
も
の
。

●
報
告
九
件

○
多
摩
川
の
環
境
保
全
と
高
層
建
物
規
制
に

関
す
る
要
望
書
（
別
掲
）

○
特
別
区
制
度
改
革
の
早
期
実
現
に
関
す
る

要
望
訴
（
別
掲
）

○
昭
和
四
卜
七
年
度
開
発
公
社
経
営
状
況

○
経
堂
小
体
育
館
改
築
工
事
請
負
契
約
変
更

の
専
決
処
分
報
告

○
昭
和
四
十
八
年
四
月
分
例
月
出
納
検
査

○
昭
和
四
十
八
年
五
月
分
例
月
出
納
検
査

O
昭
和
四
十
八
年
六
月
分
例
月
出
納
検
査

○
昭
和
四
十
八
年
度
定
期
監
査
報
告
（
区
役

所
関
係
）

○
昭
和
四
十
八
年
度
定
期
監
査
報
告
（
教
育

委
員
会
関
係
）

●
区
道
の
認
定
　
十
八
件
（
賛
成
全
員
）
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地
‘1升

　
9
月
1
9
・
2
0
日
の
本
会
議
を
「
明
る
く
正

し
い
選
挙
推
進
委
員
」
延
べ
八
り
人
が
傍
聴

し
た
．
こ
れ
は
、
選
挙
が
公
正
に
行
な
わ
れ

る
よ
う
区
民
の
政
治
意
識
の
啓
発
に
努
め
て

い
る
同
委
員
が
、
区
議
の
活
動
ぶ
り
を
実
際

に
見
聞
し
て
ふ
だ
ん
の
活
動
に
大
い
に
役
だ

た
せ
よ
う
と
の
意
向
で
実
現
し
た
も
の
。
両

日
は
各
党
代
炎
質
問
・
、
般
質
問
が
行
な
わ
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明
正
選
挙

推
進
委
員
が

傍
聴

れ
る
日
と
あ
っ
て
、
区
民
生
活
を
と
り
ま
く

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
ひ
っ
さ
げ
て
の
論
戦
を
熱

心
に
聞
き
い
っ
て
い
た
．

　
な
お
、
区
議
会
で
は
、
こ
う
し
た
本
会
議

の
傍
聴
を
歓
迎
し
て
い
る
．
定
例
的
に
開
く

本
会
議
は
、
3
月
・
6
月
・
9
月
・
n
月
で

あ
る
、
く
わ
し
く
は
区
議
会
事
務
局
ま
で
。

　
電
話
覗
、
．
一
一
内
線
症
几
，
、
～
五
几
八
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一
－器硲

　
来
年
4
月
か
ら
区

の
奨
学
資
金
が
大
幅

に
引
き
上
げ
ら
れ
、

受
給
の
資
格
も
緩
和
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
今

回
可
決
さ
れ
た
奨
学
資
金
条
例
の
改
正
に
よ

り
実
現
す
る
も
の
で
、
お
も
な
改
正
点
は
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
①
貸
付
月
額
を
現
行
の
三
千
円
か
ら
、
五

千
円
～
一
万
円
の
範
囲
に
引
き
上
げ
た
こ
と
。

②
入
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
最
高
額
一
万
二

千
円
貸
付
け
て
い
た
が
、
こ
れ
を
二
万
円
ま

で
の
給
付
と
し
、
家
計
の
苦
し
い
生
徒
に
対

し
て
は
さ
ら
に
追
加
給
付
の
措
置
を
と
る
こ

と
に
し
た
こ
と
。
③
対
象
者
は
高
校
生
（
高

等
専
門
学
校
を
含
む
）
だ
け
に
し
、
資
格
要

件
で
は
、
区
内
在
住
一
年
以
上
だ
っ
た
の
を

半
年
に
短
縮
、
住
込
み
で
働
く
定
時
制
高
校

生
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
。
「
成

績
優
秀
な
生
徒
」
と
い
う
わ
く
を
取
り
払
っ

た
ほ
か
、
隣
接
県
の
高
校
通
学
生
も
対
象
と

す
る
な
ど
、
大
幅
に
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
。

　
以
上
の
制
度
改
正
は
、
5
月
に
答
申
の
あ

っ
た
奨
学
資
金
運
営
委
員
会
の
提
言
を
全
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
甲
｛

9
区
の
奨
学
金
大
幅
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
的
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
る
。
同
委
員
会
は
、
高
校
の

　
　
　
　
　
　
準
義
務
教
育
化
と
教
育
費
の

高
騰
を
背
景
に
、
よ
り
広
範
な
階
層
を
対
象

に
、
尿
計
に
占
め
る
教
育
費
の
負
担
軽
減
を

は
か
る
、
い
わ
ゆ
る
「
負
担
軽
減
型
」
制
度

の
導
人
を
基
本
方
針
に
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
議
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
、
運
用
に
あ
た

る
区
の
構
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
貸
付
月
額
は
、
当
初
七
千
円
で
ス

タ
ー
ト
す
る
。
支
給
予
定
人
員
は
中
卒
者
の

二
％
に
あ
た
る
一
三
〇
人
前
後
（
現
在
は
六

十
五
人
）
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
入
学

資
金
の
追
加
給
付
額
は
被
生
活
保
護
家
庭
三

万
円
、
準
要
保
護
家
庭
一
万
五
千
円
（
い
ず

れ
も
最
高
額
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
こ
と
し
の
中
卒
者
の
高
校
進

学
率
は
九
八
％
。
こ
う
し
た
「
高
校
の
義
務

化
時
代
」
に
対
応
し
て
、
区
の
奨
学
資
金
制

度
は
い
わ
ば
発
想
の
転
換
を
し
た
わ
け
だ
か

ら
、
こ
の
趣
旨
が
十
分
に
生
き
る
よ
う
運
用

し
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
議
会
側
の
意
向
で

あ
っ
た
。

劉

　　か

　
　
　
　
　
　
か
し
こ
い
消
費
者

　
　
　
　
　
　
づ
く
り
に
肩
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
九
州
市

「
あ
な
た
は
ど
の
商
品
を
選
び
ま
す
か
」

ー
国
鉄
戸
畑
駅
横
に
あ
る
北
九
州
市
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

　
こ
こ
に
は
、
商
品
の
苦
情
、
買
い
物
相

談
を
は
じ
め
、
各
種
製
品
、
パ
ネ
ル
を
陳

列
。
訪
れ
た
人
は
か
な
ら
ず
“
か
し
こ
い

消
費
者
〃
に
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
建
物
は
鉄
筋
三
階
建
て
。
一
。
二
階
は

展
示
会
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
検
査
室
、
集

会
室
等
が
あ
り
、
市
民
が
自
由
に
出
入
り

で
き
る
。
三
階
に
は
商
品
テ
ス
ト
室
が
あ

り
、
大
学
の
研
究
室
か
ら
專
門
の
職
員
が

派
遣
さ
れ
、
常
時
、
食
品
や
繊
維
な
ど
の

テ
ス
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
近

代
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ス
ト
機
器
が
ズ
ラ

ッ
と
並
び
、
簡
単
な
テ
ス
ト
か
ら
内
容
分

析
ま
で
幅
広
い
テ
ス
ト
が
で
き
る
。
と
な

り
の
薬
品
テ
ス
ト
室
は
、
さ
な
が
ら
大
学

の
理
化
学
実
験
室
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。

　
私
た
ち
が
訪
れ
た
8
月
に
は
「
O
」
く

ら
し
の
講
座
」
が
開
か
れ
た
と
の
こ
と
で
、

ヤ
ン
グ
に
も
大
変
好
評
だ
っ
た
そ
う
な
。

ま
た
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
非
常
勤
の
並

婦
が
応
接
、
一
緒
に
考
え
八
口
う
と
い
う
和

気
あ
い
あ
い
の
ム
ー
ド
で
あ
る
。
交
通
の

便
も
よ
い
の
で
相
談
件
数
も
錘
月
百
件
以

上
に
も
の
ぼ
る
と
館
長
さ
ん
は
話
す
。
そ

の
ほ
か
、
巡
回
相
談
車
「
こ
ん
に
ち
は
号
」

二
台
が
市
内
を
駆
け
回
つ
て
い
る
と
い
う
，

世
田
谷
区
で
も
消
費
者
セ
ン
タ
ー
を
設

け
る
動
き
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
　
「
ど
う
せ

つ
く
る
な
ら
、
設
備
も
運
営
も
こ
れ
ぐ
ら

い
の
配
慮
が
必
要
…
…
」
。
　
と
は
、
熱
心

に
視
察
し
た
議
員
の
感
想
。

鮫
…
騰
一
請
願
陳
情
一
懇
瀦

で
、
こ
れ
を
含
め
、
継
続
讐
査
さ
れ
る
の
は
ぺ
ト
』
桝

と
な
る

■
採
択
六
件

◇
学
竜
保
育
ク
ラ
プ
設
置
に
関
す
る
講
願
（
武
蔵
丘
小

学
校
内
）

◇
保
育
園
建
設
促
進
に
関
す
る
請
願
（
北
沢
κ
r
目
地

域
）

◇
細
網
ヒ
目
グ
建
設
促
進
に
関
す
る
請
願

◇
道
路
網
整
備
促
進
に
関
す
る
請
願
（
祖
師
谷
大
蔵
駅

周
辺
）

◇
出
水
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
の
請
願
（
成
城
四
。

κ
．
ー
目
地
域
）

◇
児
難
遊
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
丑
川
小
周
辺
地
域
）

■
意
見
付
採
択
（
脚
磯
掛
）
　
七
件

◇
松
原
敬
老
会
館
改
築
に
関
す
る
請
願

ー
周
國
の
状
況
等
を
勘
案
し
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ

れ
た
い
。

◇
保
育
園
建
設
等
に
関
す
る
請
願
（
看
歳
郵
便
局
跡
地
）

舌
歳
郵
便
局
跡
地
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ
る
が
、
区

の
全
体
計
画
を
勘
案
し
、
趣
旨
に
沿
う
よ
う
積
極
的
に

努
力
さ
れ
た
い

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
清
願
（
正
川
、
．
」

．
．
．
器
地
）

1
以
ヒ
、
．
、
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い

◇
小
学
校
児
竜
の
登
ド
検
安
全
対
策
に
関
す
る
請
願

（
桜
丘
地
域
）

関
係
機
関
に
働
き
か
け
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ

た
い

◇
仮
称
船
僑
小
分
校
の
校
庭
拡
張
の
た
め
の
請
願

－
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い

■
不
採
択
（
蜘
耐
冊
）
　
四
件

◇
仮
称
代
田
区
民
セ
ン
タ
ー
内
に
小
売
甫
場
の
併
設
に

関
す
る
陳
情

◇
細
網
ヒ
号
線
．
坦
路
延
、
長
反
対
に
関
す
る
請
願
　
．
．
．
件

r
以
上
四
件
、
願
意
に
沿
い
が
た
い

■
取
下
承
認
（
㎝
猷
珂
湘
）
四
件

◇
．
．
、
箆
仏
託
所
有
地
確
保
に
関
す
る
請
願

◇
目
照
椎
に
関
す
る
請
願
（
宮
坂
．
．
．
．
ー
日
．
、
．
八
．
．
．
吊

地
）

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
赤
堤
、
f

目
地
域
）

◇
経
堂
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
関
す
る
晶
願
（
経
堂
κ
f

目
．
．
」
吊
地
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
八
ペ
ー
ジ
に
）

3



酵
　
　
老
齢
化
社
会
の
到
来

　
六
十
歳
以
上
の
老
人
が
全
人
口
の
一
割
前

後
に
な
る
と
、
「
人
口
の
老
齢
化
」
と
い
う
そ

う
で
あ
る
。
こ
の
老
齢
化
に
達
す
る
の
に
、

フ
ラ
ン
ス
は
一
三
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
六

十
年
を
要
し
た
が
、
わ
が
国
は
な
ん
と
た
っ

た
十
数
年
で
到
達
し
た
と
い
う
。
こ
ん
な
に

早
い
ズ
ピ
ー
ド
で
老
齢
化
し
た
国
は
世
界
中

に
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
経
済
大
国
ニ
ッ
ポ

ン
、
先
進
国
日
本
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
こ
と

老
人
対
策
、
老
後
問
題
に
関
し
て
は
諸
外
国

に
比
べ
て
立
ち
お
く
れ
て
い
る
大
き
な
原
因

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
い
ま
や
老
人
問
題
は
、
国
・
地
方
自
治
体

の
政
治
や
行
政
に
ど
っ
か
と
腰
を
す
え
は
じ

め
、
国
会
・
地
方
議
会
に
お
け
る
論
議
の
的

と
な
っ
て
い
る
。
区
議
会
で
む
、
毎
年
9
月

定
例
会
に
は
か
な
ら
ず
こ
の
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
、
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
敬
老
の
日
か
ら
の
「
老
人
福
祉
週
問
」
は

こ
と
し
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
、
本
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
み
ん
な
で
老
後
を
考
え
よ
う
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
週
問
に
、
区

内
の
三
区
民
会
館
で
は
敬
老
大
会
が
催
さ
れ
、

元
気
な
老
人
た
ち
は
朝
か
ら
夕
方
ま
で
得
意

の
歌
や
踊
り
を
披
露
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
た
。

　
だ
が
皮
肉
な
こ
と
に
、
敬
老
の
日
前
後
に

老
人
の
自
殺
が
新
聞
を
に
ぎ
わ
す
の
も
、
例

年
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
区
内
の
老
人
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
な
が
ら
、
老
後
を
私
た
ち
自
身
の
も
の
と

し
て
考
え
て
み
よ
う
。

㊥
　
　
区
内
老
人
の
実
態

　
世
田
谷
区
に
住
む
六
十
五
歳
以
上
の
老
人

は
、
現
在
約
五
万
人
に
上
っ
て
い
る
。
そ
の

ふ
え
方
と
将
来
の
推
計
を
示
す
と
、
別
図
の

よ
う
に
な
る
。

　
区
は
一
昨
年
、
六
十
五
歳
以
上
の
老
人
の

い
る
世
帯
の
う
ち
一
一
〇
〇
世
帯
を
抽
出
し
、

「
老
人
実
態
調
査
」
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
四
人
の
う
ち
三
人
は
家
族
と
同
居

し
て
い
る
が
、
あ
と
は
老
人
だ
け
の
匿
帯
。

十
人
に
一
人
は
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
老
人
で
、

こ
の
大
部
分
が
女
性
で
あ
る
。

　
こ
う
な
る
と
収
入
の
こ
と
が
心
配
だ
が
、

家
族
と
同
居
し
て
い
る
老
人
・
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
の
そ
れ
ぞ
れ
四
分
の
三
が
無
収
入
。

、
ロ
「

偽
、

噌

昭和60年

65，331人

7．9％

昭和55年

61，137人

7．4％

幅
幽昭和50年
53，839人

6．6％

護

f
．〆

！
、

で

の

昭和45年

44，485人

5．6％

昭和40年

35、171人

4．7％

昭和35年

27，711人

4．2％

昭和30年

20、479人

3．9％

昭和25年
14，202人

3．5％

巖
世田谷区の老人人口と全人口の割合　（65歳以上）
各年10月1日，50－60年は都統計部の推計「47年世田谷区統計書」から

凸
あ

心 諺

あ
｝
｝

あ
二

老
人
夫
婦
だ
け
の
世
帯
で
も
そ
の
四
〇
％
が

収
入
が
な
い
。
一
方
、
収
入
が
あ
る
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
は
け
っ
し
て
生
活
に
」
－
分
な
年

金
等
を
得
て
悠
々
自
適
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
区
内
で
は
十
人
中
三
人
の
老
人
が
働
い

て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
働
か
な
け
れ
ば

　
　
、
戦
》

食
え
な
い
か
ら
そ
う
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

っ
ま
り
、
働
く
老
人
の
大
方
は
定
年
を
迎
え

た
あ
と
、
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を
保
つ
た
め
に
で

は
な
く
て
生
活
そ
の
も
の
の
た
め
に
あ
く
せ

く
働
か
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
だ
。

　
こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
、
将
来
の
老

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摩

人
行
政
に
対
す
る
希
望
で
は
、
年
金
の
増
額

な
ど
老
後
の
生
活
の
安
定
を
求
め
る
、
要
求
が

三
七
％
で
ト
ッ
ブ
を
占
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
働
い
て
収
入
を
得
て
い
る
老
人

は
ま
だ
恵
ま
れ
て
い
る
ほ
う
だ
。
健
康
状
態

に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
人
が
全
体
の
三
分
の
一
を
越
え
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は
、
寝
た
き
り
老
人
一
・
六
％
、

病
気
が
ち
の
人
・
病
気
中
の
人
二
四
・
五
％
、

慢
性
的
な
病
気
を
持
っ
て
い
る
人
一
一
．
五

％
で
あ
る
。
こ
の
比
率
を
前
掲
の
区
内
老
人

人
口
に
掛
け
る
と
、
病
気
の
老
人
一
万
八
八

0
0
人
、
こ
の
う
ち
ね
た
き
り
老
人
は
八
百

人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

◇
老
人
対
策
の
課
題
と
展
望

　
老
後
の
不
安
を
解
消
す
る
ボ
イ
ン
ト
は
、

生
活
保
障
と
健
康
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
今
後
こ
の

問
題
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
区
議
会
で
は
、
さ
き
に
こ
の
問
題
に
つ
い

て
勉
強
会
を
開
い
た
。
そ
の
時
の
講
師
で
あ

る
占
田
秀
夫
法
政
大
学
教
授
は
、
つ
ぎ
の
五

点
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
①
働
け
る
元
気
な
老
人
に
、
そ
の
体
力
に

ふ
さ
わ
し
い
職
場
を
与
え
、
収
入
を
保
障
す

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
た
め

の
公
的
な
仕
事
の
場
を
ふ
や
し
て
い
く
こ
と
。

②
年
金
、
貯
金
、
退
職
金
の
価
値
を
保
証
し
、

公
的
年
金
を
改
善
す
る
こ
と
。
③
老
人
病
院

を
効
率
的
に
運
営
し
、
老
人
医
療
費
を
完
全

公
費
に
す
る
こ
と
。
④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
老
人
施
設
を
増
設
す
る
。
⑤
老
人
専

用
の
居
室
の
あ
る
公
営
住
宅
を
建
設
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

は
、
年
金
制
度
の
充
実
を
は
じ
め
と
し
て
、

基
本
的
に
は
国
の
努
力
に
ま
つ
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
こ
の
点
で
は
、
こ
の
ほ
ど
の
国
民
年

金
法
の
一
部
改
正
に
み
る
よ
う
に
、
国
の
施

策
は
一
定
の
前
進
を
示
し
つ
つ
あ
る
。

　
東
京
都
や
世
田
谷
区
も
、
国
の
施
策
に
先

行
し
あ
る
い
は
た
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
な

が
ら
、
老
人
対
策
に
か
な
り
の
力
を
入
れ
て

い
る
。
年
金
関
係
を
除
い
て
現
在
世
田
谷
区

の
老
人
の
た
め
に
行
な
わ
れ
て
い
る
事
業
を

あ
げ
る
と
、
別
表
の
よ
う
に
な
る
。
太
字
で

示
し
た
も
の
は
、
9
月
の
議
会
で
予
算
化
さ

れ
た
新
規
事
業
だ
が
、
こ
の
な
か
で
と
く
に

「
友
愛
訪
闇
員
制
度
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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一
一開嗜奮

そ
れ
は
、
物
質
的
な
援
助
も
大
切
だ
が
、
心

細
く
毎
日
を
送
っ
て
い
る
老
人
へ
の
話
し
相

手
が
何
よ
り
も
必
要
だ
と
望
む
声
が
多
い
し
、

ま
た
、
こ
の
制
度
が
老
人
対
策
充
実
の
た
め

の
パ
イ
プ
役
に
も
な
り
う
る
と
期
待
さ
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

　
本
区
の
目
玉
商
品
で
あ
る
老
人
休
養
ホ
ー

ム
「
ふ
じ
み
荘
」
は
、
昨
年
は
延
べ
四
万
人

を
越
え
る
人
び
と
が
利
用
し
、
今
年
は
休
養

室
の
増
設
、
送
迎
バ
ス
の
運
行
な
ど
さ
ら
に

充
実
さ
れ
た
。
他
方
で
、
年
金
や
手
当
な
ど

の
支
給
も
れ
を
防
ぐ
た
め
に
「
老
人
福
祉
の

し
お
り
」
を
作
成
配
布
す
る
な
ど
、
キ
メ
細

か
な
配
慮
も
忘
れ
て
い
な
い
。

　
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
施
策
の
ほ
か
に
、

区
議
会
で
提
案
さ
れ
た
対
策
の
主
な
も
の
を

拾
っ
て
み
る
と
、
①
老
人
健
康
手
帳
の
年
成

配
布
、
②
高
齢
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、

③
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
、
④
老
人
へ
の

内
職
あ
っ
せ
ん
、
⑤
医
療
費
の
私
費
負
担
分

へ
の
補
助
な
ど
が
あ
る
。
区
独
自
の
老
人
対

策
充
実
の
た
め
に
は
、
以
上
の
提
案
の
ほ
か

に
、
他
区
市
町
村
の
ア
イ
デ
ィ
ア
も
大
い
に

参
考
と
な
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
　
「
生
き
が
い

課
」
を
設
け
て
老
人
の
社
会
参
加
を
積
極
的

に
す
す
め
て
い
る
北
海
道
池
田
市
を
は
じ
め
、

ひ
と
り
ぐ
ら
し
老
人
を
対
象
に
入
浴
バ
ス
を

巡
回
さ
せ
て
い
る
水
戸
市
・
宇
都
宮
市
、
都

内
で
は
三
鷹
市
の
老
人
訪
問
医
制
度
、
江
戸

川
区
の
福
祉
バ
ス
（
老
人
の
日
帰
り
旅
行
）
、

墨
田
区
の
老
人
大
学
な
ど
、
こ
う
し
た
例
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

　
結
局
老
人
対
策
に
は
、
国
と
地
方
自
治
体

の
相
互
協
力
と
有
機
的
な
連
繋
が
必
．
要
と
な

ろ
う
。
片
方
が
ソ
ッ
ポ
を
向
い
た
り
、
バ
ラ

バ
ラ
行
政
で
は
な
か
な
か
効
果
的
な
手
が
打

て
な
い
。
そ
れ
と
い
ま
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
老
後
を
自
分
自
身
の
こ

と
と
し
て
考
え
る
自
覚
で
あ
る
。
安
定
し
た

老
後
を
得
る
こ
と
は
、
長
い
問
を
「
働
き
蜂
」

と
し
て
す
ご
し
た
人
間
の
当
然
の
権
利
で
あ

る
。
だ
が
そ
れ
は
、
坐
し
て
待
っ
て
い
た
の

で
は
な
か
な
か
向
う
か
ら
や
っ
て
こ
な
い
。

国
や
地
方
自
治
体
に
対
し
具
体
的
な
提
案
や

要
求
を
も
っ
て
働
き
か
け
な
け
れ
ば
、
け
っ

し
て
実
現
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　
後
手
に
、
回
っ
た
老
後
の
施
策
の
充
実
は
、

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
住
民
が
主
人
公

と
な
っ
て
の
今
後
の
努
力
に
か
か
っ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

老人福祉対策の現状
に’7

匿

　
　
艦
■

老人ホームヘの収答

鍍鰍権灘舖麗

鐵懸嚢傑 　　国
（暫人福祉法）

養護老人ホーム
　　　　　　　294人
特別養護i老人ホーム
　　　　　　　132人
　　（48年7月末現在）

心身障害が薯しいため

顯莚麓螺較→

老人家庭奉仕員の派．遺
おおむね65歳以上で日

舗隣響欝獣
のいない人

　　国
（老人福祉法〉

老人家庭奉仕員　25人
派、離構押腸編
　　（48年7月末現在）

慧
騰’｝、

老人医療費の助成
　　（医療証を発行〉

70歳以上のL圃保　社会保険の被扶養占セ本ノ、
（単身者で年収66／∫円

以1・’）配偶者　扶養義
務吾モ5人挟養で年収
600万円以下）の所倶の
人

国
対象者　　　20，814人

　　（48年8月未現僅）

65歳以上で本人　（配偶
者、扶養義務者は制限
ない）が、単身者で年
収120／∫円以卜’の人

都
対験者　　　12，804人
　　148年8月未現任）

提’

■

、≦

介　護　人　の　派　遣

一時的な病気等で日常

臨厩躍離傭薯
獲介護する人がいない

都
介護人数　　　　39人
　　　（48年9月現在）
48年度から実施

響老人福祉手当の支給
　　（月額5．000円）

65歳以上で寝たきりの

轍莫職欝 都
対象者　　　　L202人
　　　（48年9月現在）

老人ヘルパーの派遣
世帯の生計中心者の前
年分所得税が42，000円

搬曜族蕊瓢b
都

48年11月から実施
派遣見込世帯数
　　　　　　70世帯

癒
口　旧　品　の　支　給
（冬一丘布　夏一シーツ）

65歳以上の寝たきり老
人 区 47年冬　　　　　930人

48年望　　　　1，〔）80人

　斗
潟‘ 背もたれ（座いす）の支給 65歳以上の寝たきり老

人のうち鯖望する人 区 48年度から実施
配布見込数　　　800人

訓＝

聾
魁
竃
讐
燐
欝
黒

友愛訪間員の　配置
ひとりぐらしの老人や
老人世帯で地域社会と
嚴傷篠ぽしい65歳

都
48年11月から実施
友愛訪間員見込245人
訪問世帯兇込245世帯

老人福祉電話の設置
65歳以上で所静税・庄

鷺罐礁敷翻 都 灘盟齢欝
　　　　　　90世帯

琶人福祉ベルの取付
65歳以上のひとりぐら

嶽鱗潔費 区
48年度より実施
取付見込世帯数
　　　　　　502世帯

入　浴　券　の　支　給
　　（年lllrl1人25枚）

65歳以上のひとりぐら
し老人

区
48年度より実施
配布済数　　　1，711人
　　　（48年9月現庄）

「ふじみ荘」への招得
　　　（年1回）

65歳以上のひとりぐら
し老人 区

対象者　　　　1，711人
　　　（48年9月現在）

藁
敬老（蔀㈱病支給 75歳以上の人 都 47年度対象者

　　　　　14543人
老人クラブの助成と指導 区内の老人クラブ 都 老人クラブ数51クラブ

　　　（48年9月現在）慕
・
の
砦

都営交通機関無料ハスの
　　　　　　　　狢行 70歳以上の人 都

発行数　　　　22，009人
　　　（48年9月現在）

沢　1局　齢　　者　の　慶　祝
　　　（、忌徐品） 75歳以上の人 区 47年度対象者

　　　　　15277人

文
　
桜
井
正
信

絵
阿
伊
染
徳
美

喜多

見
の
伊
右
衛
門

や
り
か
つ
ぎ

　
お
い
ら
は
喜
多
見
の
伊
右
衛
門
だ

　
　
ヘ
ビ
も
オ
ケ
ラ
も
ど
っ
け
ど
け

　
　
　
お
い
ら
は
喜
多
見
の
や
り
か
つ
ぎ

熱
轡
、
議
　
聖
臣

一
　
ト琿

鵜
『

　
　
　
プ

　
　
畿

f
辱

勤
・y，

b
｝

　
語

q
　
、

②

　
つ
い
さ
き
む
ろ
ま
で
、
古
老
た
ち
が
、
喜

多
見
は
た
だ
の
村
里
で
は
な
い
と
、
胸
を
は

っ
て
謡
っ
た
地
歌
で
あ
る
。

　
喜
多
見
は
、
江
戸
を
開
い
た
江
戸
太
郎
重

長
の
御
領
国
。
ゆ
い
し
ょ
正
し
い
土
地
が
ら

で
あ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
世
田
谷
で
も
古
武
士
の
つ

ら
が
み
ら
れ
る
里
。
こ
の
歌
も
た
だ
の
謡
で

は
な
い
。

　
　
　
　
ほ
ろ

　
平
家
が
亡
ん
だ
と
き
、
新
時
代
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
み
　
よ

　
　
　
，
　
、
　
　
御
世
を
祝
っ
て
京
で
は
や

、
9

　
、
、

　
《

の

曝

．
為
訂

　
鋤
，

鷹添も

4ジ
　
　
　
　
ρ

っ
た
「
風
流
陣
」
の
歌
が

伝
え
ら
れ
た
の
だ
。

　
そ
の
こ
ろ
喜
多
見
は
、

多
東
中
丸
の
郷
喜
多
見
と

い
っ
た
。
江
戸
氏
の
家
来

　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
こ

　
喜
多
見
の
衆
も
一
緒
で
あ
っ
た
。
平
家

を
討
っ
た
太
将
の
太
郎
重
長
に
つ
づ
く
者

に
、
伊
右
衛
門
も
い
た
。
な
が
い
源
平
の

合
戦
で
、
伊
右
衛
門
は
村
々
に
残
っ
た
衆

と
は
う
っ
て
か
わ
っ
た
剛
の
者
に
な
っ
て

い
た
。

　
江
戸
太
郎
以
下
の
が
い
せ
ん
将
兵
が
多

摩
川
を
渡
っ
て
は
じ
め
て
踏
む
領
国
が
、

喜
多
見
で
あ
っ
た
。
江
戸
太
郎
は
武
者
を

そ
ろ
え
て
の
行
進
で
あ
る
。

　
戦
勝
の
武
者
を
む
か
え
る
村
人
た
ち
は
、

は
じ
め
て
み
る
京
仕
立
て
の
武
具
を
み
て
、

ど
の
武
士
も
大
将
の
よ
う
に
み
え
た
と
い

う
。

　
「
お
い
ら
は
喜
多
見
の
伊
右
衛
門
だ
」
。

　
村
の
衆
は
、
．
行
列
の
先
陣
の
者
が
自
分

の
村
の
者
と
わ
か
っ
た
。
ま
た
び
っ
く
り
。

　
伊
右
衛
門
は
殿
さ
ま
の
や
り
か
つ
ぎ
で

　
　
　
　
そ
う
ひ
ま

出
陣
し
た
雑
兵
で
あ
っ
た
が
、
戦
功
を
か

さ
ね
重
臣
に
と
り
た
て
ら
れ
、
が
い
せ
ん

の
先
陣
を
う
け
た
ま
わ
っ
た
の
だ
。

　
喜
多
見
で
は
以
来
「
伊
右
衛
門
」
を
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
わ
も
の

た
え
る
謡
を
う
た
っ
て
、
喜
多
見
の
武
士

の
里
を
ま
も
っ
た
。
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冒器隆

鰯
過
密
を
打
開
す
る
再
開
発
の
推
進
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
曾
焙
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
L
。
写

質
問
　
総
合
計
画
を
実
行
に
移
し
、
着
実
に

住
民
福
祉
充
実
に
努
め
る
姿
勢
は
高
く
評
価

す
る
。
こ
こ
数
年
来
の
経
済
成
長
は
、
生
活

水
準
の
向
上
を
も
た
ら
し
た
が
、
、
方
で
は

人
口
の
大
都
市
集
中
を
招
き
、
過
密
と
深
刻

な
住
宅
不
足
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
れ
を
打

開
す
る
に
は
建
物
の
高
層
不
燃
化
で
都
市
畿

能
を
立
て
直
す
こ
と
が
必
要
だ
。
区
で
も
密

集
地
域
の
再
開
発
を
断
行
、
緑
と
空
問
を
確

保
し
て
、
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
行
な
え
。

ま
た
、
再
開
発
公
社
を
設
立
、
幅
広
い
計
画

を
練
っ
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

区
長
　
総
合
計
画
の
考
え
方
を
情
勢
に
合
わ

せ
な
が
ら
施
策
と
し
て
打
ち
出
す
考
え
だ
。

新
し
い
形
の
公
社
設
就
は
賛
成
だ
が
、
権
限

と
財
源
に
制
約
も
あ
り
、
許
さ
れ
た
範
囲
で

意
義
あ
る
も
の
を
十
分
に
検
討
し
て
い
く
。

質
間
　
下
水
道
の
分
流
式
地
域
で
は
、
汚
水

管
が
敷
設
さ
れ
て
も
雨
水
管
が
整
備
さ
れ
ず
、

豪
雨
の
際
に
家
屋
浸
水
の
被
害
が
出
て
い
る
。

両
者
を
並
行
し
て
工
事
を
進
め
よ
。

助
役
　
下
水
道
促
進
と
合
わ
せ
て
努
力
す
る
。

質
問
　
公
共
用
地
取
篠
に
は
、
町
会
な
ど
地

域
自
治
団
体
が
管
理
す
る
土
地
の
提
供
を
受

け
て
各
種
施
設
を
建
設
す
る
の
も
↓
策
だ
。

区
長
　
よ
い
考
え
だ
が
、
権
利
関
係
が
か
ら

む
問
題
な
の
で
、
検
討
を
要
す
る
。

驚
饗
破
壊
の
道
路
言
畿
よ

質
問
　
歯
止
め
の
な
い
生
産
本
位
の
経
済
成

長
政
策
は
、
数
多
く
の
公
害
や
都
市
問
題
を

生
ん
で
い
る
。
わ
け
て
も
白
動
車
は
道
路
を

占
領
、
排
気
ガ
ス
・
振
動
・
騒
音
を
ま
き
散

ら
し
、
付
近
住
民
の
生
活
環
境
を
警
し
く
破

壊
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
で
き
る
だ
け
安
上

が
り
に
道
路
を
建
設
す
る
と
い
う
従
来
の
方

針
が
大
き
な
要
因
だ
。
そ
の
た
め
に
、
北
鳥

山
団
地
の
中
を
ぶ
ち
抜
い
巾
央
高
速
道
建
設

は
住
民
の
猛
烈
な
反
対
で
着
工
で
き
ず
、
国

道
二
四
六
号
バ
イ
パ
ス
建
設
に
お
い
て
も
住

民
が
実
力
で
阻
止
に
立
ち
上
が
っ
た
。
区
は

t
体
性
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
環
境
保
全
を
忘

れ
た
安
易
な
道
路
づ
く
り
を
反
省
さ
せ
る
べ

く
、
関
係
機
関
に
強
く
申
し
入
れ
よ
。

助
役
　
で
き
る
限
り
努
力
は
す
る
が
、
中
央

道
は
介
人
の
余
地
は
な
い
．
一
、
四
六
号
は
話

し
合
い
の
問
に
は
い
っ
て
い
る
。

質
問
　
祖
師
谷
の
旧
細
網
じ
号
線
と
、
船
橋

の
恵
泉
畏
通
り
は
、
住
宅
地
域
に
公
害
を
持

ち
込
む
環
境
破
壊
の
道
路
だ
。
区
は
こ
の
計

画
を
白
紙
に
戻
し
て
再
検
討
せ
よ
、

助
役
　
現
代
で
は
、
道
路
が
白
動
車
通
過
の

用
に
供
さ
れ
る
の
は
や
む
を
え
な
い
が
、
規

制
の
手
段
は
あ
る
。
道
路
の
開
発
は
防
災
上

か
ら
も
必
要
だ
．
恵
泉
裏
通
り
に
つ
い
て
は

係
争
中
な
の
で
答
弁
を
控
え
る
。

磯
　
　
　
　
　
　
　
農
地
を
買
占
め
か
ら
守
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
共
産
党

質
問
　
と
地
の
買
占
め
と
投
機
で
地
価
は
高

騰
し
、
国
民
の
い
の
ち
と
く
ら
し
に
必
要
な

公
共
用
地
の
確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
だ
、
L

地
の
民
主
的
な
再
配
分
を
盛
り
込
ん
だ
、
わ

が
党
の
第
一
．
次
L
地
改
革
構
想
を
、
ど
う
杉

え
る
か
。
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
は
、
農
民

か
ら
農
地
を
と
り
あ
げ
て
、
農
業
を
破
壊
さ

せ
て
い
る
。
区
は
先
買
権
準
ラ
ル
に
活
用
し

て
買
占
め
に
就
ち
向
い
、
公
共
用
地
を
確
保

せ
よ
、
過
密
校
な
ど
の
用
地
取
鮮
は
見
込
み

が
あ
る
か
。
ま
た
、
大
企
業
の
所
有
地
な
ど

を
調
査
し
、
現
況
を
は
握
し
た
L
地
白
淋
を

つ
く
れ
，

区
長
・
助
役
　
そ
の
L
地
改
革
案
は
知
ら
な

い
が
、
基
本
的
な
考
え
方
が
違
う
と
思
う
。

h
地
白
書
の
作
成
は
私
権
を
侵
害
す
る
。

質
問
　
農
民
の
税
負
担
軽
減
の
た
め
、
多
く

の
自
治
体
が
農
業
緑
地
奨
励
金
を
制
度
化
し

て
い
る
。
区
も
こ
れ
に
な
ら
い
農
業
を
守
れ
。

区
長
・
助
役
　
何
ら
か
の
方
策
を
見
出
す
べ

く
区
長
会
等
で
検
討
す
る
。

質
問
　
摂
津
市
が
国
を
根
手
ど
り
起
し
た
超

過
負
担
解
消
訴
訟
が
投
じ
た
波
紋
は
大
き
い
。

地
方
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
の
制
度
解
消
を
都

・
区
一
体
と
な
り
、
国
と
強
く
交
渉
せ
よ
。

区
長
　
超
過
負
担
解
消
に
は
賛
成
だ
が
、
特

別
区
の
性
格
か
ら
訴
訟
の
考
え
は
な
い
。

激

自
然
を
呼
び
戻
す
努
力
を
せ
よ

　
　
　
　
　
　
1
公
明
党
ー

質
問
　
環
境
破
壊
か
ら
自
然
を
守
る
こ
と
は

い
ま
や
令
国
的
な
課
題
だ
。
ド
水
道
幹
線
工

事
の
た
め
、
区
内
河
川
は
大
部
分
が
暗
涙
化

さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
丸
子
川
な
ど
残
っ
た
河

川
を
浄
化
し
清
流
に
す
る
な
ど
、
自
然
を
復

．
兀
す
る
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
区

の
登
録
樹
林
地
に
野
鳥
の
巣
箱
を
セ
ッ
ト
し

小
鳥
や
昆
虫
を
呼
び
．
堤
す
努
力
を
せ
よ
、

区
長
・
助
役
　
幸
い
に
も
武
蔵
野
の
而
影
が

残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
n
然
保
護
に

は
十
分
力
を
人
れ
て
い
く
。
巣
箱
の
設
置
は

準
備
巾
で
、
現
在
緑
の
植
生
調
査
を
行
な
い

分
析
し
て
い
る
、

質
問
　
区
民
セ
ン
タ
ー
は
非
常
に
好
評
な
の

で
今
後
も
計
画
ど
お
り
の
増
設
を
は
か
れ
。

白
転
車
で
来
館
す
る
小
中
学
生
の
た
め
に
自

転
車
置
場
を
設
け
、
職
員
も
ふ
や
す
な
ど
し

て
図
陣
察
利
用
時
聞
延
長
の
要
求
に
応
え
よ
、

区
長
　
趣
旨
に
沿
っ
て
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
新
王
川
線
工
事
が
再
聞
さ
れ
た
が
、

公
害
を
出
さ
な
い
よ
う
東
急
側
に
働
き
か
け

よ
「
小
田
急
線
の
地
ド
化
問
題
は
そ
の
後
ど

う
進
展
し
て
い
る
の
か
。

区
長
・
助
役
　
工
事
の
安
全
管
理
は
よ
く
協

議
し
、
が
金
を
期
し
て
い
く
、
小
田
急
問
題

は
地
．
兀
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
む
ず
か
し
い
．
、

小
田
急
側
は
高
架
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　
　
　
　
下
水
道
工
事
に
伴
う
被
害
補
償
を

噂
　
　
　
　
「
民
社
党

質
間
　
下
水
道
の
普
及
率
は
、
四
看
七
年
度

末
で
わ
ず
か
一
（
U
・
四
％
に
す
ぎ
な
い
。
工

事
促
進
に
全
力
を
あ
げ
て
努
力
せ
よ
。
区
内

各
所
で
工
壌
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
管
理

が
ず
さ
ん
な
と
こ
ろ
で
は
、
側
構
が
つ
ま
っ

た
り
人
身
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

工
事
の
た
め
に
売
上
げ
が
ダ
ウ
ン
し
た
商
店

に
は
特
別
融
資
を
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
被

害
に
対
し
区
も
補
償
を
考
え
よ
。
水
洗
便
所

改
造
助
成
費
は
予
算
化
で
き
な
い
か
、

区
長
・
助
役
　
工
事
の
遅
れ
は
遺
憾
に
思
っ

て
い
る
　
都
に
も
阜
期
建
設
を
促
し
て
い
く
．

災
害
補
償
は
、
工
事
関
係
者
問
に
特
約
が
あ

れ
ば
そ
れ
で
行
な
い
、
な
い
場
合
は
」
事
セ

体
者
の
都
と
励
議
し
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と

は
す
る
。
道
路
の
使
用
が
乱
雑
な
の
で
、
今

後
は
管
理
を
厳
駐
に
す
る
。
助
成
制
度
は
現

在
検
討
中
だ
。

質
問
　
摂
津
市
が
国
を
相
手
に
起
こ
し
た
超

過
負
担
解
消
の
行
政
訴
訟
を
ど
う
思
う
か
。

資
材
の
値
上
が
り
は
学
校
建
設
に
影
響
し
て

い
な
い
か
、

区
長
　
市
と
区
の
違
い
は
あ
る
が
、
関
心
を

も
っ
て
い
る
，
不
合
理
な
現
行
制
度
を
解
消

す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
郡
と
交
渉
を
重
ね
て

い
く
、
資
材
値
上
が
り
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ

そ
れ
ほ
ど
影
響
し
て
い
な
い
。
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黛
自
衛
寡
萎
務
は
中
止
せ
よ

質
問
　
長
沼
ナ
イ
キ
基
地
訴
訟
で
自
衛
隊
違

憲
の
判
決
が
出
た
。
鎌
倉
市
は
す
で
に
こ
の

募
集
事
務
を
一
時
停
止
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
動
き
が
各
自
治
体
に
波
及
す
る
こ
と
は

必
至
だ
。
区
も
同
様
に
中
止
す
べ
き
と
考
え

る
。
区
長
の
見
解
は
（
共
産
）
。

区
長
　
違
憲
が
確
定
す
る
ま
で
は
、
従
来
ど

お
り
行
な
う
。
憲
法
九
条
と
自
衛
隊
の
関
係

は
む
ず
か
し
い
問
題
だ
。

質
問
　
保
健
所
は
人
口
十
万
に
一
カ
所
設
置

が
原
則
と
思
う
が
、
当
区
の
現
状
は
保
健
相

談
所
を
含
め
て
五
つ
だ
。
事
務
移
管
の
前
に
、

人
口
八
十
万
に
対
応
す
る
計
画
を
た
て
よ
。

ま
た
、
広
報
部
門
の
充
実
、
財
政
・
人
事
問

題
な
ど
自
治
権
拡
充
の
取
組
み
に
万
全
を
期

せ
（
公
明
）
．

企
画
部
長
　
專
門
調
査
委
員
会
を
設
け
て
検

討
中
だ
。
広
報
部
門
に
は
力
を
入
れ
て
い
く
、

質
問
　
看
護
婦
不
足
は
深
刻
だ
。
世
田
谷
区

医
師
会
付
属
の
准
看
護
婦
学
校
へ
の
公
費
助

成
と
奨
学
金
制
度
を
考
え
よ
（
自
民
）
。

総
務
部
長
　
各
種
学
校
協
会
に
わ
ず
か
だ
が

助
成
し
て
い
る
。
奨
学
金
は
無
理
だ
。

囲
成
人
病
検
診
制
度
の
奏
に
努
力
を

質
間
　
今
年
の
成
人
病
検
診
で
は
、
希
望
者

が
予
定
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
多
く
の
区
民

に
む
だ
足
を
踏
ま
せ
た
。
今
後
は
、
期
閥
、

場
所
、
人
数
を
拡
大
し
、
だ
れ
も
が
気
軽
に

受
診
で
き
る
よ
う
に
努
力
せ
よ
（
公
明
）
。

環
境
部
長
　
医
師
会
の
協
力
を
得
て
拡
充
に

努
力
す
る
．

質
問
　
休
日
診
療
に
あ
た
っ
て
、
区
民
に
活

用
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
ヘ
の
援
助
策
を
講
じ
よ
（
自
民
）
。

環
境
部
長
当
番
医
を
区
民
に
知
ら
せ
た
い

が
方
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

質
間
　
P
C
B
汚
染
か
ら
区
民
を
守
る
た
め
、

区
民
の
健
康
診
査
を
行
な
え
（
無
所
属
）
。

環
境
部
長
　
区
独
自
で
や
る
こ
と
は
無
理
だ
。

質
問
　
中
小
企
業
融
資
の
取
扱
金
融
機
関
で
、

貸
出
し
に
あ
た
っ
て
預
金
を
強
制
し
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
制
度
の
目
的
に
相
反
す
る

行
為
を
、
区
の
指
導
で
改
め
さ
せ
よ
（
社
会
）
。

区
民
部
長
　
厳
屯
に
溌
意
す
る
。
応
じ
な
い

場
合
は
契
約
解
除
も
あ
り
う
る
。

替
学
馨
ク
ラ
ブ
は
各
校
に
設
け
よ

質
間
保
育
園
用
地
は
、
す
で
に
六
園
分
を

取
得
し
て
い
る

年
次
計
画
に
こ
だ
わ
ら
ず

直
ち
に
建
設
し
、
蓬
迫
っ
た
俺
民
要
望
に
こ

た
え
よ
。
ま
た
、
収
容
す
る
幼
児
も
、
一
、
一
歳

以
ド
を
も
っ
と
ふ
や
す
な
ど
実
悟
に
へ
口
わ
せ

て
改
蕩
し
て
ゆ
く
べ
き
だ
（
往
会
）
。

助
役
・
厚
生
部
長
　
い
ま
は
用
地
獲
得
が
急

務
だ
。
建
設
は
金
体
計
画
の
中
で
考
え
る
。

年
齢
別
構
成
の
変
更
は
容
易
で
な
い
。

質
問
　
私
立
保
育
園
舎
の
改
築
費
を
助
成
し
、

公
私
立
の
格
差
是
正
を
は
か
れ
（
社
会
）
。

厚
生
部
長
　
都
に
助
成
強
化
を
働
き
か
け
る
。

質
問
　
学
亜
保
育
所
を
各
校
に
設
け
、
指
導

員
の
増
員
・
設
備
充
実
を
は
か
れ
（
社
会
）
。

厚
生
部
長
　
空
教
室
利
用
や
児
童
館
に
併
設

す
る
な
ど
、
必
要
に
応
じ
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
友
愛
訪
問
員
制
度
は
、
老
人
に
生
き

が
い
を
持
た
せ
る
よ
う
運
用
せ
よ
（
無
所
属
）
．

厚
生
部
長
　
老
人
の
意
向
を
尊
重
し
、
訪
問

員
を
選
定
す
る
。

質
間
　
国
保
加
入
者
の
診
療
デ
ー
タ
を
電
算

化
し
て
、
医
療
施
策
に
役
だ
て
よ
（
自
民
）
鴇

厚
生
部
長
　
都
で
検
討
さ
れ
て
は
い
る
が
、

開
園
し
た
ぱ
か
り
の
「
子
ど
も
の
ひ
ろ
誓

轍
．
倉
静
罐

区
で
は
経
費
そ
の
他
で
困
難
だ
。

螺
一
一
四
六
公
害
対
策
は
公
園
づ
－
り
で

質
問
　
二
四
六
号
線
の
沿
線
公
害
と
交
通
事

故
か
ら
区
民
を
守
る
た
め
、
駒
沢
－
瀬
田
閥

に
谷
沢
川
公
園
・
弦
巻
植
物
公
園
・
桜
新
町

．
工
目
公
園
の
新
設
を
提
案
す
る
。
ま
た
、

公
園
へ
の
安
全
通
路
も
確
保
せ
よ
（
共
産
）
。

土
木
部
長
　
こ
れ
か
ら
の
公
園
に
は
、
噴
水

や
池
を
取
り
人
れ
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
い
。

質
問
　
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
反
省
か
ら
、

自
転
車
が
見
直
さ
れ
て
き
た
。
私
鉄
各
駅
の

周
辺
に
自
転
車
置
場
を
設
け
、
利
用
者
の
便

宜
を
は
か
れ
（
共
産
）
。

土
木
部
長
　
地
域
住
民
・
警
察
な
ど
の
関
係

者
と
話
し
合
い
慎
重
に
取
り
組
む
．

質
問
　
仙
川
の
h
揚
げ
敷
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ

道
路
か
遊
歩
道
に
整
備
せ
よ
（
公
明
）
，
谷
川

や
桜
新
町
溝
渠
の
溢
水
に
抜
本
策
を
た
て
よ

（
共
産
）
．

土
木
部
長
　
仙
川
は
緑
道
計
画
で
幣
備
す
る
。

河
川
全
般
を
降
雨
量
一
、
、
ト
ミ
リ
計
画
で
進
め

て
お
り
、
特
定
個
所
の
抜
本
簾
は
因
難
だ
、

質
問
　
新
長
川
線
の
渋
谷
駅
工
事
は
、
喫
急

　
　
　
蚤
、

．
黎

野

・
営
団
間
で
工
事
負
担
率
が
未
決
定
だ
。
こ

れ
で
は
5
0
年
秋
開
通
も
危
ぶ
ま
れ
る
・
区
は

東
急
に
工
事
促
進
を
強
く
訴
え
よ
。
ま
た
、

工
事
公
害
の
防
止
に
も
努
力
せ
よ
（
共
産
）
。

土
木
部
長
　
可
能
な
限
り
促
進
す
る
。
工
準

方
法
に
条
件
を
付
し
、
気
を
配
っ
て
い
る
。

轡

校
舎
の
建
築
単
価
を
引
き
上
げ
よ

質
問
　
教
育
文
化
会
館
用
地
の
取
得
に
手
を

つ
く
せ
（
自
民
）
。
建
設
は
い
つ
ご
ろ
か
、
見

通
し
を
示
せ
（
公
明
）
，

区
長
　
適
地
が
見
つ
か
り
し
だ
い
買
収
に
踏

み
切
る
。
来
年
度
を
目
途
と
し
て
い
る
。

質
問
　
婦
人
蔭
館
は
一
一
、
軒
茶
屋
地
域
の
建
物

を
利
用
し
て
設
け
ら
れ
な
い
か
。
ま
た
、
世

田
谷
の
文
学
↓
云
術
保
存
の
た
め
、
近
代
総

合
芸
術
館
の
建
設
も
考
え
よ
（
無
所
属
）
．

区
長
　
教
育
文
化
会
館
建
設
計
画
の
中
で
考

え
て
い
く
。

質
問
　
訪
問
学
級
は
教
員
を
ふ
や
し
て
、
さ

ら
に
充
実
さ
せ
よ
（
公
明
）
。

教
育
長
　
都
が
充
実
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。

区
も
こ
れ
に
期
待
し
て
い
る
。

質
問
　
学
校
ブ
ー
ル
を
一
般
開
放
し
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
利
用
せ
よ
（
民
柱
）
。

教
育
長
　
学
校
施
設
の
活
用
策
は
、
特
別
教

室
活
動
協
議
会
を
設
け
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
建
築
資
材
の
高
騰
が
模
舎
改
築
計
画

に
影
響
し
な
い
か
。
粗
悪
工
事
の
防
止
と
建

築
単
価
の
改
訂
に
も
努
力
せ
よ
（
社
会
）
。

教
育
長
　
校
舎
鉄
筋
化
は
来
年
度
で
完
了
す

る
。
建
築
単
価
引
上
げ
を
都
に
要
請
す
る
、

質
問
　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
測
定
装
置
を
各
学

校
に
取
付
け
よ
（
民
社
）
。

教
育
長
　
環
境
部
と
協
議
す
る
。

質
間
　
父
兄
の
善
意
協
力
に
た
よ
ら
ず
、
み

ど
り
の
お
ば
さ
ん
を
増
員
せ
よ
（
民
社
）
．

教
育
長
　
増
員
を
都
に
働
き
か
け
る
。

質
問
　
教
育
相
談
員
に
お
母
さ
ん
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
（
無
所
属
）
。

教
育
長
　
前
向
き
で
倹
討
す
る
。

質
問
　
子
ど
も
の
遊
び
場
は
草
が
の
び
ほ
う

だ
い
だ
ぜ
っ
か
く
の
施
設
が
む
だ
に
な
る
、

管
理
の
徹
底
を
は
か
れ
（
社
会
）
。

教
育
長
　
管
理
が
行
き
屈
か
ず
反
省
す
る
。

質
問
　
青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る
た
め
、

柔
・
剣
道
場
を
つ
く
れ
（
自
民
）
。

区
長
　
用
地
が
あ
れ
ば
考
慮
し
た
い
。

7
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ら、

区
議
会
だ
よ
り
、
ま
た
は
区

政
全
般
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
．

な
お
、
編
集
部
で
投
瀞
の
内

容
を
要
約
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
．

　
あ
て
先

〒
一
五
四
　
世
田
谷
区
世
田

谷
四
r
目
二
一

二
七

世
田
谷
区
議
会
事
務
局

川
は
清
流
に
し
て
残
す
べ
き

　
ぽ
く
は
深
沢
に
住
む
一
中
学
生
。
7
月
2
0

日
発
行
の
『
区
議
会
だ
よ
り
』
を
読
み
ま
し

た
。
そ
の
中
の
”
下
水
道
工
事
急
ビ
ッ
チ
”

の
記
事
に
「
す
べ
て
の
工
事
が
終
わ
る
と
、

区
内
の
河
川
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
…
…
遊

歩
道
が
お
目
見
え
す
る
」
と
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
考
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
。
ひ
ろ
ば
”
に
も
「
呑
川
に

ふ
た
を
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
か

れ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
ど
う
か
と
思

い
ま
す
。

「
川
に
ふ
た
を
し
て
、
そ
の
上
を
遊
歩
道
に

－
」
と
聞
く
と
、
一
見
す
ば
ら
し
い
計
画
の

よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、
や
は
り
「
川
は
川

で
あ
る
べ
き
だ
」
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
に

ふ
た
を
し
て
下
水
道
に
す
る
の
で
は
な
く
、

川
に
汚
水
が
流
れ
な
い
よ
う
に
し
て
魚
が
住

め
る
よ
う
に
す
る
の
が
本
当
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
つ
ま
り
、
川
を
下
水
道
と

し
て
利
用
し
な
い
た
め
に
は
、
別
に
地
中
に

穴
を
あ
け
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
川
は
川
で
あ
る

べ
き
で
す
。
ふ
た
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は

情
緒
も
な
に
も
あ
っ
た
も
の
じ
ゃ
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
ば

カ
り
で
な
く
、

一
種
の
ゴ
マ

カ
シ
の
よ
う

に
思
え
ま
す
．

　
も
う
決
ま

っ
て
し
ま
っ

た
計
画
な
の

だ
ろ
う
し
、

ぼ
く
が
こ
ん

な
こ
と
を
…
一
一
．
口

っ
た
と
こ
ろ

で
始
ま
ら
な

い
よ
う
に
も

思
い
ま
す
が
、
区
民
の
本
当
の
願
い
は
、
川

を
川
の
ま
ま
き
れ
い
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
。

　
　
　
　
深
沢
瓦
、
J
目
几
1
κ
　
当
摩
泰
久

　
投
書
を
追
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
編
集
部

　
投
書
の
趣
旨
は
、
下
水
道
［
事
は
「
く
さ

い
も
の
に
は
ふ
た
」
で
は
な
く
て
、
川
に
清

流
を
取
り
戻
す
形
で
行
な
う
の
が
本
筋
だ
と

し
て
い
る
。
そ
こ
で
私
た
ち
編
集
部
は
、
投

書
が
提
起
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
束
京
都
や

世
田
谷
区
当
局
に
い
ろ
い
ろ
た
ず
ね
て
み
た
。

以
下
は
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
問
題
の
所
在

を
さ
ぐ
っ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

問
下
水
道
工
事
が
完
成
す
る
と
、
区
内
の

中
小
河
川
は
す
べ
て
姿
を
消
す
の
か
。

答
　
い
や
、
な
く
な
る
の
は
目
黒
川
・
蛇
崩

川
・
北
沢
川
・
鳥
山
川
・
呑
川
・
几
品
仏
川

の
六
河
川
で
、
谷
沢
川
・
野
川
・
仙
川
・
丸

子
川
の
四
つ
は
残
る
。

問
　
谷
沢
川
は
下
水
道
幹
線
に
な
っ
て
い
た

は
ず
だ
が
。

答
　
川
を
利
用
す
る
下
水
道
工
事
の
方
法
に

は
、
汚
水
と
雨
水
を
一
緒
に
流
す
合
流
式
と
、

雨
水
は
川
に
、
汚
水
は
下
水
管
に
流
す
分
流

式
と
が
あ
る
。
姿
を
消
す
の
は
合
流
式
と
な

る
河
川
で
、
谷
沢
川
は
分
流
式
だ
か
ら
川
幅

が
狭
く
は
な
る
が
残
る
。

問
　
全
部
を
分
流
式
に
す
れ
ば
、
川
が
残
る

の
で
は
な
い
か
。
ド
ブ
川
を
清
流
に
し
た
例

を
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
た
。

答
　
江
戸
川
区
の
場
合
は
、
き
れ
い
な
水
が

引
け
た
か
ら
よ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
世
田
谷

は
も
と
も
と
水
源
に
恵
ま
れ
て
お
ら
ず
、
人

口
密
集
地
帯
の
川
を
流
れ
る
水
の
ほ
と
ん
ど

が
家
庭
汚
水
と
い
う
状
況
だ
か
ら
、
こ
れ
は

○

難
題
だ
。
せ
っ
か
く
川
を
残
し
て
も
ド
ブ
川

に
な
っ
て
し
ま
う
。

問
素
朴
な
質
問
だ
が
、
下
水
道
は
ど
う
し

て
も
川
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

と
に
か
く
川
を
残
し
て
さ
え
お
け
ば
、
あ
と

か
ら
打
つ
手
が
あ
る
と
思
う
の
だ
が
。

答
　
川
を
残
す
と
い
う
こ
と
は
、
自
然
を
残

す
と
い
う
意
味
か
ら
も
必
要
だ
。
と
こ
ろ
が
、

別
の
ル
ー
ト
で
掘
る
と
な
る
と
、
費
用
は
と

も
か
く
期
問
的
な
メ
ド
が
ま
っ
た
く
立
た
な

い
。
川
の
利
用
は
、
後
手
に
回
っ
た
下
水
道

を
一
日
も
早
く
整
備
す
る
こ
と
と
ド
ブ
川
解

消
の
一
石
二
鳥
策
だ
と
思
っ
た
の
だ
が
…
…
。

問
　
と
な
る
と
、
．
長
い
間
親
し
ん
だ
川
や
橋

が
な
く
な
り
、
世
田
谷
の
風
暴
も
ず
い
ぶ
ん

殺
ば
つ
と
し
た
も
の
に
な
り
そ
う
だ
が
。

答
　
そ
こ
で
少
し
で
も
而
影
を
残
す
た
め
に
、

噴
水
を
つ
く
っ
た
り
木
を
植
え
て
潤
い
を
持

た
せ
る
よ
う
に
努
力
は
し
て
い
る
。
実
は
こ

の
問
題
は
、
世
田
谷
の
場
合
は
関
東
大
震
災

後
の
宅
地
化
が
進
ん
だ
あ
た
り
か
ら
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
、

下
水
道
工
事
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
も
、
自
然
を
保
護
す
る
法
律
が
制
定
さ

れ
た
の
も
ご
く
最
近
の
こ
と
だ
。
残
さ
れ
た

方
法
は
、
今
度
完
成
し
た
「
こ
ど
も
の
ひ
ろ

ば
公
園
」
の
よ
う
に
人
工
的
に
川
を
つ
く
っ

て
い
く
か
、
下
水
を
浄
化
し
て
の
再
生
利
用

や
循
．
途
装
置
の
実
旧
化
に
期
待
を
か
け
る
し

か
な
い
。

－
せ
っ
か
く
下
水
道
の
普
及
に
は
り
き
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
い
ろ
い
ろ
水
を
差
す
よ
う

な
こ
と
を
言
っ
た
が
、
せ
め
て
残
さ
れ
る
川

だ
け
で
も
清
流
を
取
り
戻
す
よ
う
努
力
し
て

ほ
し
い
．

お
願
い
　
さ
き
に
投
帥
を
寄
せ
ら
れ
た
深
沢

六
丁
目
の
前
沢
さ
ん
、
お
う
か
が
い
し
た
い

こ
と
が
w
、
」
ざ
い
ま
す
の
で
区
議
会
事
務
局
調

査
係
　
田
中
（
内
線
圧
几
六
）
ま
で
〇
一
報

く
だ
さ
い
。

　終論

■
常
任
委
員
の
所
属
変
更

　
山
科
芳
一
議
員
（
自
民
）
、

で
企
画
総
務
か
ら
文
教
へ
。

9
月
1
9
口
付

○

（
一
一
一
ぺ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

■
新
規
付
託
分
　
二
十
九
件

議
員
待
遇
者
会
に
対
す
る
区
の
補
助
金
を
減
額
し
、
老

人
福
祉
を
充
実
、
す
る
請
願

準
看
護
婦
学
校
に
対
す
る
助
成
金
等
に
関
す
る
請
願

等
々
力
敬
老
会
餌
施
設
強
化
に
関
す
る
請
願

若
林
区
民
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
請
願
（
世
田
谷
保

育
園
跡
地
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

区
営
建
築
共
同
伶
業
場
設
置
に
つ
い
て
の
講
願

建
築
資
材
の
品
不
足
等
に
よ
る
営
業
危
機
対
策
に
つ
い

て
の
講
願

精
神
薄
弱
者
授
産
施
設
設
置
に
関
す
る
請
願

精
神
薄
弱
者
福
祉
手
当
支
給
に
関
す
る
請
願

学
童
保
育
所
等
の
設
置
に
つ
い
て
の
請
願
（
希
望
丘
周

辺
地
域
）

失
対
賃
金
引
上
げ
等
に
関
す
る
講
願

生
活
補
助
金
等
に
関
す
る
請
願

集
配
セ
ン
タ
ー
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
代
田
一
丁

目
三
六
番
）

マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願
（
奥
沢
七
丁
目

一
八
九
番
地
）

「
フ
ド
ウ
三
軒
茶
屋
ハ
イ
ツ
」
建
築
反
対
に
関
す
る
陳

構マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
認
可
反
対
に
関
す
る
講
願
（
桜
新
町

二
丁
目
五
番
五
号
）

多
摩
川
堤
防
敷
地
道
路
転
換
促
進
に
関
す
る
請
願

相
模
水
道
專
用
道
路
舗
装
に
関
す
る
譜
願

中
央
道
及
び
補
助
一
二
九
号
線
工
事
促
進
協
力
に
関
す

る
請
願

細
網
七
号
線
道
路
認
定
延
期
の
請
願

教
育
条
件
整
備
に
関
す
る
請
願

新
設
中
学
校
建
設
促
進
等
に
関
す
る
請
願
（
鳥
山
地
区
）

城
山
小
学
校
校
舎
改
築
に
関
す
る
請
願

公
営
プ
ー
ル
増
設
等
に
関
す
る
請
願

防
球
ネ
ッ
ト
設
置
に
関
す
る
請
願
（
玉
川
小
）

幼
稚
園
設
立
に
つ
い
て
の
請
願
（
船
橋
・
経
堂
周
辺
地

域
）

区
立
中
学
校
生
徒
の
進
学
諸
問
題
改
善
に
関
す
る
請
願

区
立
中
学
校
整
備
充
実
に
関
す
る
請
願

交
通
安
全
施
設
設
置
に
関
す
る
請
願
（
上
野
毛
一
丁
目

一
七
－
五
）

歩
道
橋
設
置
に
関
す
る
請
願
（
中
町
一
丁
目
田
園
都
市

線
）○

長
く
そ
し
て
暑
い
夏
が
終
わ
っ
た
も
の
の
、

イ
ン
フ
レ
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
上
が
る
一
方
。

私
た
ち
と
し
て
も
、
不
安
な
時
代
を
の
り
越

え
る
た
め
の
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
を
、
紙

面
で
強
調
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

○
地
方
自
治
法
改
正
案
つ
い
に
廃
案
。
区
長

公
選
ふ
り
出
し
に
戻
る
。
　
「
区
民
の
会
」
に
、

結
集
し
た
み
な
さ
ん
の
一
層
の
奮
起
を
。
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